
（大阪）大阪地区の鉄スクラップ市況は下落局面入り。
ここにきての高値筋を中心とした入荷増や輸出環境難
を受け、10日からの東京製鉄の値下げが地区内でも波
及し始めている。同地区電炉のH2実勢値は5万～5万
1500円、新断バラ同5万1000～5万2000円（一部上値
5万2500円）、鋼ダライ粉バラ同4万5000～4万6500円見
当へと後退した。
　東京製鉄による10日からの値下げを受け、地区内で
は8日に先行下げへと動いた中山製鋼所除く7社が一律
500円の買値引き下げへと踏み切っている。今月入っ
ての東京製鉄岡山、九州工場の3度の値下げに対して、

地区内では漸く下げ一巡となったが、それでも500円
の小幅安にとどまった点で、需要は足並みを揃えて落
ち込んだと思えず、生産水準の高さを支えに、慎重さ
も垣間見える展開となっている。
　一方、上値提示筋では計画以上の入荷を確保できて
おり、タイト感は解消へ向かっている。アジア向け商
談の気配値だけでなく、東京製鉄各拠点に比べて、地
区相場の割高感が残ったままにあることが、下げ圧力
を高めており、「入荷が落ち込むケースでもないだけ
に、高値メーカーは単独含めて下げすすめていくので
は」（商社）と見る向きが多いようだ。

姫路以西  10日に大勢が下げ改定後も輸出不振で下げ含み
　姫路以西の鉄スクラップ市況は続落。輸出市場が指
標を完全に欠いており、国内との乖離が残ったままに
あることで、目先も下げ含みの展開ですすみそうだ。
　東京製鉄は10日から高松鉄鋼センターを除く5拠点
で500円の追加下げを実施し、岡山、九州工場の特級
買値4万8500円へ後退した。これを受け、姫路ではヤ
マトスチール除く3社が500円の追随を見せたが、H2
実勢4万8000～4万8500円見当と実勢圏に変化がなく、
九州及び山口では全社が500円の値下げへと踏み切り、

H2実勢4万8500円前後に水準を落とした。
　かねてから輸出成約は見られず、その影響で9日の
関東テンダーが流札となるなど、輸出商談は指標を欠
いた状態が続いている。輸出の実態が見えてこないが、
今回の下げ改定波及後も内外差は埋まり切れている様
子はなく、輸出減によって、域外からの還流が安定的
に行われる気配からも、「東鉄下げによって、輸出成
約不振の長期化が考えられる以上、継続的に切り下
がっていくのでは」（ヤード業者筋）との声が聞かれる。

近畿工業 太陽光パネルリサイクル処理設備「ReSola」の引き合い好調
～社会的な処理ニーズの高まりが背景～　　　　

（兵庫）破砕機・選別機メーカーの近畿工業（本社＝
兵庫県神戸市中央区、和田知樹社長）が開発・販売し
ている太陽光パネルリサイクル処理設備「ReSola（リ
ソラ）」は中長期的な処理ニーズの高まりを受け、産
業廃棄物処理企業を中心に見積り依頼や受注を伸ばし
ている。
　東日本大震災以降、急速に普及した太陽光パネルは
2030年以降に大量廃棄が予測されており、早くからリ
サイクル制度の早期確立が求められてきた。また、
2050年までのカーボンニュートラルの達成を実現する
ためにも、再生可能エネルギーの使用比率向上は不可

欠とされ、今後も普及して
いくことが見込まれている。
　「ReSola」の主な処理
フローは端子ボックスを取
り外した後、アルミ枠解体
機へ投入。センサーがアル
ミ枠の位置を感知し、1枚
当たり120秒のペースで自
動でアルミ枠のみが分離さ
れる。つづいて、アルミ枠
を外したパネルはガラス剥
離機へと投入され、自動的に数回にわたってロール状
の刃物で剥離することで、85％以上のガラス剥離が可
能となる。ガラス剥離機は運転モードを3回剥離と5回
剥離のどちらかを選択可能であり、剥離時間を長くす
ることで、剥離率をより高めることができる。設備全
体の処理能力は1日当たり8時間、1枚20㎏と仮定すれ
ば、1日約4.8㌧を処理できる計算となる。
　同社によれば、扱い品目の多様化を目指す産業廃棄
物処理企業を中心に、「ReSola」の見積もり依頼や導
入するケースが増えてきており、今後は金属リサイク
ル業界に向けても積極的に拡販を目指していく考えだ。
【機械に関する問い合わせ先】
近畿工業株式会社
兵庫県神戸市中央区栄町通4－2－18
電話078－351－0770
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大阪  10日から値下げ浸透で下落局面入り

太陽光パネルリサイクル処理設備
「ReSola（リソラ）」


